























































































































































































































































































































































































































































番号 年　　　　次 印　　の　種　　類 内　　　　　　容
1 慶雲1．4．9（704） 諸國印 鍛冶司に鋳さす
2 慶雲4．3．25（707） 鐵印 摂津・伊勢等23国に給す
3 和銅7．4．26（714） 多撤嶋印 一面を給す
4 霊亀1．5．9（715） 京職印 印を宛てる
5 霊亀2．5．28（716） 僧綱印・和泉監印 印を宛てる
6 養老2．8．13（718） 齋宮寮印？ 始めて印を用いる
7 養老3．12．2（719） 式部之印ほか7 各一面を宛てる
8 天平4，10．11（732） 節度使白銅印 道別一面を宛てる
9 天平16．1．26（744） 鎭西府印 一面を宛てる
10 天平17．8．4（745） 大宰府管内諸司印 十二面を宛てる
11 景雲3．7．10（769） 法王宮職印 始めて用いる
12 宝亀2．1．4（771） 道鏡印 治部省印に復す
13 宝亀2．8．26（771） 10寺印 僧綱・大安・藥師等各鋳し本寺に宛てる
14 延暦15．3．5（796） 主計・主税二寮印 印を賜る
15 大同1．閏6．27（806）諸道観察使印 印を賜る
16 弘仁3．5．10（812） 大膳職印 始めて印を賜る
17 承和1．3．15（834） 穀倉院印 印一面を賜る
18 承和1．7．22（834） 陸奥鎭守印 印一面を賜る
19 承和2，2．27（835） 大學寮印 印一一一面を賜る
20 承和2．3．15（835） 冷泉院印？ 鋳し冷泉院に宛てる
21 承和10．10．19（843） 諸陵・図書・雅楽寮印ほか2 各一面を始あて宛てる
22 承和11．6．26（844）主水司印 印を給せられる
23 承和14．7．2（847） 左相撲司印 印一面を賜る
24 嘉祥1．7．2（848） 東市司印 印一面を賜る
25 嘉祥2．3．10（849） 伊賀國印 文字読めず鋳造する
26 嘉祥3．3。8（850） 織部司印 印なく鋳造して宛てる
27 天安2．10．7（858） 讃岐國印 文字読めず鋳造する
28 貞観1．8．1（859） 美作國印 文字読めず鋳造する
29 貞観2．4．25（860） 尾張國印 新たに鋳造する
30 貞観3．3．7（861） 東市司印？ 新たに鋳造する
31 貞観6．1．29（864） 伊勢齋宮主神司印 鋳造して宛てる
32 貞観7．2．9（865） 女官厨印？ 新たに一面鋳造する
33 貞観8．4．1（866） 隼人司印？ 新たに一面鋳造する
34 貞観11．3．16（869）陸奥國印？ 新たに一一面鋳造する
35 貞観11．9．14（869）造兵司印？ 新たに一面鋳造する
36 貞観13．6．2（871） 春日齋院印？ 新たに銅印を鋳造する
37 貞観15．9．25（873）伊勢國印 文字が読めず鋳造する
38 貞観16．3．7（874） 武蔵國印 文字が読めず鋳造する
39 貞観18．8．1（876） 右坊城司印 新たに鋳造する
40 元慶1．2．27（877） 中墓印 中宮職に宛てる
41 元慶1、5．2（877） 悠紀主基行事所印 各一面を賜る
42 元慶2．9．8（878） 安藝國印 文字が読めず鋳造する
43 元慶3．10．15（879）肥後國印 文字が読めず中務省に宛てる
44 元慶6．10．10（882）土左國印 文字が読めず鋳造する
45 仁和2．2．15（886） 備中國採銅使印？ 銅印一面を鋳造する




番号 印　文 文　書　名 年　紀 印面縦（mm）
印面
横（mm） 押　　印 文　　　書
1 酒人公田校 近江国坂田郡上坂田郷長解写 天平宝字6．8．18 大日古25－334
2 生江息嶋 生江息嶋解 天平宝字3．4．8 30 29 字面全面 大日古4－359～360
3 鳥部名印 足羽郡書生解 天平宝字3．5．21 29 28字面 大日古4－336～367
4 丸部足人 丸部足人解 天平宝字4．3、1929？ 28？ 字面全面 大日古25－269～270／拾遺70
5 丸部足人 丸部足人解 天平宝字4．7．25 28 28字面全面？ 大日古14－360～361
6 画師池守 画師池守解 天平宝字4．3，20 29 29 字面全面 大日古4－414～415
7 積善藤家 杜家立成 八世紀 紙継印，巻末 書の日本史1
8 内家私印 禮記子本疏義巻59 唐代 巻末 原色版国宝2－51
9 徳圓口口 僧円珍受法印信 承和9．5．15 字面全面 平8－4449
10 寳口私印 近江国愛智荘定文 貞観18．11．25 字面全面？ 平1－172／東大寺3－620
11 去邪行正 按察使藤原有実家牒断簡 延喜13．3．23 字面全面 平1－208／東大寺3－820
12 去邪行正 按察使藤原有実家牒 延喜13．5．1 字面全面？ 平1－209／東大寺2－568
13 去邪行正 按察使藤原有実家牒 延喜13．8．29 字面全面 平1－210／東大寺2－259
14 山常私印 薬師寺念仏堂牒 承保2．4．12 字面全面，署名，紙継 平3－1111
15 山常私印 法隆寺金光院三昧堂牒 承保2．4．12 紙継と「券文」 平3－1112
16 口口口印 常暁請来目録 平安時代 重要文化財22
17 口口口口 住吉大社神代記 天平3．7．5 郡判・職判と紙継 平10一補1
18 口口口口 文書断簡
?
19 口口口印 伊都内親王御施入願文 天長10．9．21 末尾一行 平1－56
20 口口口印 近江国養父郡墾田売券 天安元．3．8 紙継 平1－123
21 口口口印 僧正聖宝起請文 延喜7．2．13 字面全面 平9－4552
22 大口口 民部省符 承和12．9．10 60 61 秘奥印譜120
付表3　印影二字印
番号 印　文 文　書　名 年　紀 印面縦（mm）
印面
横（mm） 押　　印 文　　　書
1 足万 調足万呂解 天平宝字4カ 32 31 字面全面 大日古25－302～303
2 宮衣 石川宮衣手実 宝亀3．4．26 40 文書冒頭と年月日部分 大日古6－316／拾遺35
3 浄衣 白布抱 背部 銘文2－289
4 九條 中右記部類巻第7 平安末期 現表紙外題 新指定重要文化財9
5 九條 中右記部類巻第5・9・20・28平安末期 現表紙外題 新指定重要文化財9
6 口印 大和国添上郡司解 延暦7．12．23 36 36 紙継 平1－5／早古1－10





番号 印文 文　書　名 年　紀 印面縦（mm） 印面横（mm） 押　　印 文書出典
1 書 造東寺司解 天平勝宝2．12．2341 41他田水主署名部 大日古3－471～475
2 書 写書所解 天平勝宝3．4．5 42 42紙継 大日古3－495～500
3 佐 佐伯宿禰今毛人同眞守連署送
銭文
宝亀73 33 33 字面 大日古23－615～616
4 酒 酒人内親王家御施入状 弘仁9．3．27 字面全面 平1－45／東大寺1－6
5 ? 日根秋友解 天長6．2．10 65 64 郡判，庁判 中村直勝
6 ? 紀伊国司庁宣 承和13．10．12 65 64 中村直勝
7 用 日根秋友処分状 元慶2．10．5 65 64 中村直勝
8 ? 日根秋友処分状 承平5．6．21 65 64 中村直勝
9 財 丹波川人郷長解写 寛平元．12．25 追記部分 平11一補256
10 財 類聚歌合（20巻本） 12世紀 27 29 規格料紙 平安歌合集下
11
?
玉篇巻第24断簡 唐代 巻首 重要文化財19
12 龍力 ト箪書巻第23断簡 唐代 巻末と旧表紙 新指定重要文化財7
13 藤 史記巻第29河渠書第7残巻 唐代 尾題と紙継 新指定重要文化財7




16 口（太力） 近江国大国郷墾田売券 嘉祥元．11．3 35 36紙継 平1－89
17 口（太力） 近江国依智秦公福万墾田売券
案
仁寿4．4．5 35 36 紙継 平1－114
18 口（太力） 近江国大国郷墾田売券 貞観5．3．29 35 36 紙継 平1－135
19 口（太力） 近江国大国郷墾田売券案 貞観5．11．15 35 36 紙継 平1－140
20 口（太力） 近江国大国郷墾田売券 貞観6．3．5 35 36紙継 平1－144
21 口（太力） 僧高徳墾田売券 貞観8．10．24 35 36紙継 平1－150
22 口（太力） 近江国大国郷墾田売券 貞観8．11．21 35 36紙継 平1－151
23 口（太力） 近江国養父郡墾田売券 貞観10．4．13 35 36 紙継 平1－159
24 口 肥前国武雄社四至実検文 天暦5．2．11 平1－258
25 口 肥前国武雄社使上分田貢進状 天仁2．8．24 平4－1708
26 ? 肥前国武雄社使上分田貢進状 天永元．10．11 平4－1732
27 〔コ 肥前国武雄社使上分田貢進状 天永3正 平4－1764
28 口 肥前国武雄社使上分田貢進状 天永3．12．17 平4－1788
29 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永久2．12 平5－1816
30 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永久3．12．16 平5－1842
31 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永久4．10．4 平5－1859
32 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永久4．12 平5－1865
33 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永久5．11．28 平5－1878
34 口 武雄社上分田奉免状 元永元．10 平5一正894
35 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 一　　　、兀永2．10．2 平5－1902
36 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 一　　　、兀水3．2．10 平5－1907
37 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安元．10 平5－1913
38 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安2．10 平5－1918
39 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安2．12．16 平5－1927
40 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安3．10．7 平5－1969
41 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安4．10．30 平5－2004
42 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 保安5．3．15 平5－2010
418
［私印論］……土橋誠
番号 印文 文　書　名 年　紀 印面縦（mm） 印面横（・m） 押　　印 文書出典
43 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 天治元．10 平5－2022
44 口 某書状 保延2．2．10 平5－2338
45 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 平治元．11 平6－3040
46 口 大宰府政所下文 平治元．12．25 平6－3043
47 口 肥前国武雄社使上分田奉免状 永暦元．12 平7－3118
48 ? 肥前国武雄社使上分田奉免状 応保2．閏2 平7－3192




51 口 肥前国武雄社司藤原貞門解 承安2．12．20 平7－3613
52 口 僧覚俊解 安元22 平7－3737
53 ? 肥前国武雄神社本司藤原貞門
解 安元2．3．10 平7－3749





56 ? 玉篇巻第22 延喜4．1．15 巻頭及び巻末奥書 原色版国宝3－49
57 口 永作手田宛行状 永保2．1．20 平4－1189
58
〔﹈
類聚歌合（20巻本） 12世紀 23 21 規格料紙，別に「財」
?
平安歌合集下





番号 印文 種別 縦（mm） 横（mm）
?（?）
出　　土　　地 現　所　在 出土遺構
1 口 採集 44 4452 秋田県本荘市 個人 水田暗渠工事の土中
2 番口郡口 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
3 常 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
4 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
5 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
6 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
7 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
8 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
9 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
10 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
11 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
12 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
13 ? 出土 福島県いわき市番匠地遺跡 いわき市教育文化事業団 包含層
14 丈龍私印 採集 34 3328 福島県岩瀬郡天栄村志古山遺跡 天栄村教育委員会 畑耕作中
15 桶弓 採集 51 5157 茨城県水戸市アラヤ遺跡 個人 表面採集
16 丈永私印 採集 34 32．2 37 茨城県那珂郡大宮町小野遺跡 茨城県立歴史館 表面採集
17 福 出土 33 33 37茨城県鹿島郡鹿島町神野向遺跡 鹿島町教育委員会 SB1365とSB1380の間
18 峯 出土 （30） （30） （30）栃木県下都賀郡国分寺町下野国府跡 栃木県立博物館 BPJ区包含層
19 酒廣嶺印 出土 32．5 34 48．5栃木県日光市男体山山頂遺跡 日光二荒山神社 山頂遺跡発掘調査
20 田村家印 出土 32．1 32．342 栃木県日光市男体山山頂遺跡 日光二荒山神社 山頂遺跡発掘調査
21 求方私印 出土 35．5 36．541 栃木県日光市男体山山頂遺跡 日光二荒山神社 山頂遺跡発掘調査
22 私印 出土 34 3448 日光二荒山神社 別宮中宮祠倉庫で発見
23 生万 出土 32 33 35．6栃木県日光市男体山山頂遺跡 日光二荒山神社 山頂遺跡発掘調査
24 澤 出土 31．5 33 42．4栃木県日光市男体山山頂遺跡 日光二荒山神社 山頂遺跡発掘調査
25 酒 出土 27 27 33 群馬県前橋市総社町山王廃寺跡（第5次） 前橋市教育委員会 3層上面（包含層）
26 識 出土 31 32 35 群馬県前橋市荒子小学校校庭2遺跡 前橋市教育委員会 3号住居跡床面上
27 延別緑印 出土 43 42 24
（38）
群馬県藤岡市中栗須 群馬県立歴史博物館 瓦製造用の粘土中か
28 物部私印 出土 37 3742 群馬県高崎市矢中町矢中村東遺跡 高崎市教育委員会 溜池状遺構に注ぐ水路
29 池長私印 採集 40 40 15 群馬県利根郡利根村薗原ダム水位観測所 個人 河川敷導水路土砂中
30 犬甘 出土 27 27 31群馬県群馬郡箕郷町下芝五反田1遺跡 群馬県埋文調査事業団 水田跡の耕土中
31 朝 出土 26 25．5 31 群馬県利根郡月夜野町藪田遺跡 群馬県埋文調査事業団
（保管）
遺構外
32 口 出土 群馬県前橋市他上野国分僧寺・尼寺中間 群馬県埋文調査事業団 1号住居跡（小鍛冶）
33 口 出土 29 2928 群馬県利根郡月夜野町藪田遺跡 群馬県埋文調査事業団 遺構外6区
34 ? 出土 32 32 33 群馬県群馬郡榛名町蔵屋敷遺跡 榛名町教育委員会 竪穴住居跡床面窪み部
35 百 採集 24 2426 群馬県富岡市宇田字恵下原 群馬県立歴史博物館（寄託） 神守寺南側の畑地地表
36 招 出土 30 30 群馬県吾妻郡中之条町天神遺跡 中之条町歴史民俗資料館
（保管）
23号住居跡床面直上
37 野 出土 35 35 群馬県吾妻郡吾妻町上植栗 中之条町歴史民俗資料館
（保管）
ローム混じり土層中
38 上 出土 28 28 38 群馬県佐波郡境町保泉・丸山西遺跡 群馬県境町教育委員会 HO42号竪穴住居跡
39 口口口 出土 50 51 19埼玉県比企郡鳩山町鳩山窯跡群小谷遺跡 鳩山町教育委員会社会教育
係
34号竪穴住居跡
40 出土 埼玉県大里郡花園町台耕地遺跡 埼玉県埋文センター 44号竪穴住居跡
420
［私印論］……土橋誠
番号 印文 種別 縦 横
?
出　　土　　地 現　所　在 出土遺構
41 出土 埼玉県大里郡花園町台耕地遺跡 埼玉県埋文センター 49号竪穴住居跡
42 ? 出土 埼玉県大里郡花園町台耕地遺跡 埼玉県埋文センター 49号竪穴住居跡
43 刀口口口 出土 千葉県千葉市花輪町谷津遺跡 千葉市教育委員会 SIO97
44 出土 千葉県千葉市花輪町谷津遺跡 千葉市教育委員会 SIO85竈付近埋土
45 出土 千葉県千葉市花輪町谷津遺跡 千葉市教育委員会 SI106北西隅のSB10床
46 出土 千葉県千葉市花輪町谷津遺跡 千葉市教育委員会 鋳銅工房跡の南6m
47 匝永私印 出土 34 3448．5千葉県八日市場市 個人 畑耕作中
48 王酒私印 出土 38．4 39 30 千葉県八日市場市柳台遺跡 八日市場市教育委員会 050号趾西壁上面
49 口 出土 38．5 38 9 千葉県君津郡袖ケ浦町永吉台遺跡 君津郡市文化財センター 106号竪穴住居跡
50 陽城私印 出土 34 33．4 37 栃木県日光市男体山山頂遺跡 東京国立博物館（寄託） 山頂遺跡発掘調査
51 田安 出土 32．1 31 32．5栃木県日光市男体山山頂遺跡 東京国立博物館（寄託） 山頂遺跡発掘調査
52 蒋口私印 出土 39 3938 栃木県那須郡小川町那須官衙・梅會廃寺 東京国立博物館
53 矢作口印 出土 32 33 23埼玉県行田市 東京国立博物館 水田造成中地下1m
54 ? 20 2029 個人
55 若鳥私印 採集 （27） （27） 東京都国分寺市武蔵国分寺跡面大門 個人
56 平 出土 28 28 32 神奈川県平塚市構之内遺跡第3地点 平塚市教育委員会 竪穴住居東側壁際下層
57 ? 出土 37 37 44神奈川県大磯町馬場台遺跡 大磯町郷土資料館 灰溜り土坑
58 謹 採集 39 39 36神奈川県厚木市 伊勢原市教育委員会
59 高有私印 出土 30 32 25新潟県上越市江向遺跡 上越市教育委員会 包含層
60 口 出土 42 42 72 富山県射水郡小杉流通業務団地内Nα16 富山県埋文センター
61 出土 25 富山県射水郡小杉流通業務団地内Nα16 富山県埋文センター
62 ? 出土 32 30 36 石川県松任市北安田北遺跡 松任市立博物館 遺物包含層
63 大伴口口 出土 長野県長野市篠ノ井遺跡群 長野県埋文センター 竪穴住居跡
64 長良私印 出土 33．232227．8長野県松本市三間沢川左岸遺跡 松本市立考古博物館 竪穴住居跡北西壁
65 王強私印 出土 30 31．5 40．5長野県更埴市更埴条里遺跡 長野県埋文センター 水田上の洪水堆積砂層
66 伯万私印 出土 35 35 62長野県佐久市聖原遺跡 佐久市教育委員会（埋文課） 竪穴住居跡
67 物部楮丸 採集 31 3126 長野県南佐久郡臼田町 個人 住宅改築時に地下75cm
68 ? 出土 34．833．7 39．4静岡県袋井市川田・藤蔵渕遺跡 静岡県埋文調査研究所 包含層
69 万 出土 30 3035 静岡県焼津市道場田遺跡 焼津市歴史民俗資料館 第3地点小土坑（G22）
70 ? 出土 31 31 24 静岡県袋井市坂尻遺跡 袋井市教育委員会 包含層最下層
71 珠冨 出土 44 46 46愛知県稲沢市尾張国府跡A地区 稲沢市教育委員会 包含層
72 出土 30 3032 愛知県稲沢市尾張国府跡5地区 稲沢市教育委員会 不明
73 ? 出土 30 27 38愛知県愛知郡日進町猿投・岩崎24号窯 日進町教育委員会 灰原




33 愛知県愛知郡日進町猿投・海老池1号窯 日進町教育委員会 C－1グリッド灰層下
部
75 實 出土 33 33 三重県多気郡明和町史跡斎宮跡 三重県立斎宮歴史博物館 SK1370
76 桑名国依 出土 24 24 三重県北勢町東村権現坂遺跡 三重県埋文センター 包含層
77 ? 出土 30 3025 滋賀県大津市大谷南遺跡 大津市歴史博物館 遺物包含層
78 口 出土 33 3445 滋賀県近江八幡市大手前・御所内遺跡 滋賀県埋文センター 畝状溝（耕作痕）
79 乙貞 出土 33 33 42 滋賀県守山市服部遺跡 守山市立埋文センター 条里溝
80 内真 出土 32 32 37滋賀県栗田郡栗東町辻遺跡 栗東町立歴史民俗博物館 旧河道肩部小ピット
81 ? 出土 30 3038．5滋賀県高島郡高島町鴨遺跡 高島町歴史民俗資料館 遺構外出土
82 里 出土 33 28 53 平安京西市跡 京都市考古資料館




番号 印文 種別 縦 横
?
出　　土　　地 現　所　在 出土遺構
84 出土 38 36 40 大阪府豊能郡能勢町法蓮坂遺跡 大阪府立泉北考古資料館
（保管）
包含層
85 辛丑之印 出土 35 3646 大阪府堺市大庭寺遺跡 大阪府文化財調査研究セン
ター
撹乱包含層
86 私 出土 33 29 31 兵庫県出石郡出石町袴狭遺跡内田地区 兵庫県教育委員会 包含層
87 益 出土 33 32 21 兵庫県神戸市下小名田遺跡 神戸市教育委員会
88 ? 出土 26 26 31 兵庫県三田市貴志・下所遺跡 三田市教育委員会 包含層
89 口 出土 44 39 29平城宮跡第241次（造酒司跡） 奈良国立文化財研究所 造酒司廃絶後の整地層
90 口 出土 33 43 102．5平城宮跡第139次（内裏北外郭東北部） 奈良国立文化財研究所 内裏外郭東大溝灰砂
91 木 出土 79 平城宮跡第139次（内裏北外郭東北部） 奈良国立文化財研究所 内裏外郭東大溝
92 道 出土 （30） （30） 平城京東一坊大路西側溝跡 奈良国立文化財研究所 東一坊大路西側溝
93 財 出土 22 2228 鳥取県東伯郡東伯町斎尾廃寺 佐々木古代文化研究室
94 口 出土 28 27 24 島根県松江市薦沢A遺跡B－5地区 松江市教育委員会
95 春 出土 30 島根県立八雲立っ風土記の
丘資料館
96 良 出土 30 3031 個人 岸本町大殿地区内出土
97 口 出土 島根県八束郡玉湯町史跡出雲玉作跡 玉湯町教育委員会
98 口 出土 32 32 28岡山県倉敷市菅生小学校裏山遺跡 岡山県古代吉備文化財セン
ター
包含層
99 財 出土 26 26 30岡山県真庭郡落合町須内遺跡 落合町教育委員会 包含層又は柱穴
100口 出土 22 15 21 広島県庄原市牛乗遺跡 広島県立歴史民俗資料館 牛乗11号竪穴住居跡
101宗口私印 出土 42 42 山口県山口市周防鋳銭司遺跡 鋳銭司郷土館 東南隅地区第11tr．3層
102 ? 出土 28 28 35香川県善通寺市中村遺跡 香川県教育委員会 溝SDO2
103酒 出土 26 24～
25
16 香川県善通寺市野田院跡 讃岐宮 不明
104封印 採集 50 47 49 香川県観音寺市柞田八丁遺跡北約100m観音寺市郷土資料館
105日益私印 出土 30 30 福岡県甘木市宮原遺跡 甘木市歴史資料館（保管） 宮原D地区土坑31
106朝 出土 34 35 38．5福岡県久留米市日渡遺跡 久留米市教育委員会 楕円形土坑
107 出土 29．4 30 29．8福岡県太宰府市御笠川南条坊遺跡 九州歴史資料館（保管） MQ26区壁
108直嶋 出土 34 32 89 福岡県太宰府市大宰府史跡第170次 太宰府市教育委員会（保管） 井戸
109高 出土 31 2727 福岡県太宰府市筑前国分寺跡第13次 太宰府市教育委員会（保管） タマリ状遺構
110神水 出土 30．5 30 38．5福岡県嘉穂郡穂波町塚原遺跡 穂波町教育委員会（保管） 畦状遺構




番号 印文 種別 縦（mm） 横（mm）
?（?）
出　　土　　地 現所　在 出土遺構
1 国府厨印 伝世 41 41 39宮城県 七ケ浜町歴史資料館（寄託）
2 申田宅印 伝世 39 39 44 鹿島神宮 社伝では朝廷から奉納
3 束尼寺印 伝世 49 47 51 日光二荒山神社 別宮中宮祠倉庫で発見
4 東饒私印 伝世 43 43 43 日光二荒山神社 別宮中宮祠倉庫で発見
5 錦衣私印 伝世 40 39 38 日光二荒山神社 別宮中宮祠倉庫で発見
6 甕玉大神 伝世 52 52 50
（52）
個人 板鼻社出土か
7 橘高私印 伝世 38 38 42 個人
8 今福私印 伝世 30 30 35 個人
9 己西首丸 伝世 26 26 30 個人
10 曽吉私印 伝世 31 31 33 個人
11 私福私印 伝世 26 26 34 個人
12 直漢 伝世 35 33 29 個人
13 財印 伝世 31 28 35 個人
14 財寺 伝世 33 34 35 個人
15 幸 伝世 27 27 24 個人
16 ? 伝世 42 42 42 個人
17 嶺 伝世 31 31 33 個人
18 常 伝世 36 36 33 個人
19 ? 伝世 31 31 30 個人
20 椿 伝世 33 33 39 個人
21 雄 伝世 25 25 27 個人
22 財 伝世 28 28 27 個人
23 ? 伝世 30 30 27 個人
24 ? 伝世 28．528．5 30 個人
25 福印 伝世 29 29 33 個人
26 ? 伝世 28 28 4 現福島県いわき市か新潟県発田市 個人
27 責神祝印 伝世 50 48 36 諏訪大社下社 社伝では平城帝下賜
28 神主石敷 伝世 23 23 28 個人
29 延暦文所 伝世 53 51 46 延暦寺
30 金剛契印 伝世 27 27 25 個人 伊勢神域出土の伝承
31 華厳供印 伝世 45 45 50 奈良国立博物館（寄託）
32 漆豊 伝世 31 30．5 25 大和文華館
33 實 伝世 33 32 33 大和文華館
34 ? 伝世 34 35 40 大和文華館
35 ? 伝世 33 33 38 大和文華館
36 國造 伝世 42 42 52 和歌山市立博物館（寄託）
37 ? 伝世 33 33 35 名和神社 長者原出土の伝承
38 佐主 伝世 34 34 31 清水寺宝物館 安来市十神山で出土
39 ? 伝世 六萬寺 土居屋敷出土
40 ? 伝世 37 37 〈印影〉個人
41 口口之印 伝世 30 31 〈印影〉個人





番号 印文 種別 縦（mm） 横（mm）
?（?）
出　　土　　地 現　所　在 出土遺構
44 土全私印 伝世 32 32 43 伝山梨県東山梨郡八幡
村上野原
45 濱守私印 伝世 35 35 畑地耕作中出土伝承
46 有口私印 伝世 39 39
47 上満私印 伝世 37 37
48 松間私印 伝世 30 30 33
49 大蓮之印 伝世 36 36
50 宗貞口印 伝世 37 37
51 奈波丸印 伝世 37 37
52 有田山口 伝世 （32） （32）
53 大則府印 伝世 33 33
54 口口口口 伝世 （53） （53）
55 大口口印 伝世 （30） （27）
56 他田口印 伝世 （34） （34）
57 暁月 伝世 34 34
58 當寛 伝世 37 37
59 財印 伝世 29 28
60 常 伝世 30 30
61 ? 伝世 35 35
62 ? 伝世 24 24
63 私 伝世 35 35 33
64 ? 伝世 26 26 30
65 私 伝世 28 28 32
66 安 伝世 30 30 40
67 沿 伝世 30 30 27
68 経 伝世 30 30
69 辰 伝世 33 33
70 ? 伝世 35 35 37
71 千 伝世 （30） （31） 筑前州雪野寺境内出土
72 ? 伝世 （24） （24） 伝近江国栗本郡
73 口 伝世 （36） （38）
74 ? 伝世 30 30
75 口 伝世 （31） （29）
76 生 伝世 （22） （22） 伝大和国高市郡鳥屋村
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A　Study　on　Private　Seals
DoBAsHI，　Makoto
There　are　a　considerable　number　of　seals　and　seal　marks　of　old　times　used　in　Japan
including　existing　seals　and　they　are　largely　classified　into　the　three　types，　that　is，
government　seals（官印），　private　seals（私印）and　seals　of　shrines　and　temples．　Govern－
ment　seals　consist　of　official　seals　used　according　to　laws　and　regulations　and　other
seals　while　private　seals　are　divided　into　family　seals　and　personal　seals．　However，　the
way　of　putting　a　seal　is　identical　for　both　official　documents　and　private　documents－
the　seal　was　impressed　on　the　entire　surface　where　letters　are　written．　In　the　era　of
／Ogαη，　private　seals　that　had　been　formerly　used　only　in　private　documents　were　put
on　the　documents　presented　to　officials　either．
　　　According　to　the　existing　old　documents，　seals　of　shrines　and　temples　were　used
officially　in　many　cases，　but　the　manner　to　use　private　seals　varied　considerably．　Es－
pecially　among　the　nobility　who　were　able　to　have　public　houses，　it　is　not　easy　to
discriminate　family　seals　from　private　seals．　There　are　examples　where　a　seal　bearing
apersonal　name　was　used　as　a　family　seaL
　　　Meanwhile，　the　letters　engraved　on　private　seals　generally　bore　the　personal　name
or　part　of　the　name　to　which　a　letter　such　as“seal”was　added．　However，　in　the　middle
of　H碗αηera，　there　were　some　examples　where　favorite　lucky　phrases　or　idioms　were
selected　as　engraved　inscriptions　which　served　to　identify　particular　persons　and
families．　This　kind　of　private　seal　was　called“yμ一τη”（遊印）．　In　addition　to　the　seals
used　generally　in　this　way，　some　were　used　for　religious　purposes．　From　around　the
gth　century，　it　appears　that　there　was　a　custom　that　seals　were　buried　as　a　fetish　in
the　ground．　This　custom　progressed　so　that　in　and　after　the　last　half仇mηera，劫〉α肋一
訊αshrines（印鎗社）and　images　of　Buddah　with　a　seal　in　hand　came　into　existence・
Although　used　in　different　ways，　the　presence　of　the　example　to　use　such　seals　on
religious　occasions　seems　to　have　been　seen　around　the　3rd　century　also　in　China，　just
as　done　by　the　public　in　religious　rites　of　Taoism．　It　is　possible　that　the　seals　used
in　religious　rites　in　old　times　in　Japan　were　indirectly　influenced　by　public　religious
rites　in　China．
425
